
二
〇
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三
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度
国
文
学
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彙
報 

一
四
一

　

二
〇
〇
三
年
度
国
文
学
会
彙
報　

二
〇
〇
三
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

〈

新
入
生
歓
迎
会〉

　

学
生
部
会
主
催

 

二
〇
〇
三
年
四
月
七
日
（
月
）　

京
田
辺
校
地
紫
苑
館
食
堂

〈

国
文
学
会
総
会
・
研
究
発
表
会〉

 

二
〇
〇
三
年
六
月
一
五
日
（
日
）　

至
誠
館
3
Ｆ
会
議
室

　

•
総
会

　

•
研
究
発
表
会

　
　
　

民
俗
学
の
展
開
と
『
文
芸
文
化
』 

 

柳
川
朋
美
（
本
学
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了
）

　
　
　

近
世
小
説
と
芸
能―

『
御
前
義
経
記
』
の
場
合―

 

 

神
谷
勝
広
（
本
学
助
教
授
）

　
　
　

源
氏
絵
研
究
の
問
題
点 

岩
坪　

健
（
本
学
教
授
）

〈

国
文
学
会
臨
時
総
会
・
研
究
発
表
会
・
講
演
会〉

 

二
〇
〇
三
年
一
一
月
九
日
（
日
）　

寧
静
館
5
Ｆ
会
議
室

　

•
臨
時
総
会

　

•
研
究
発
表
会

　
　
　
『
義
経
記
』
の
再
構
成 

西
村
知
子
（
本
学
嘱
託
講
師
）

　
　
　

俳
句
の
近
代
化―

明
治
二
十
年
代
の
正
岡
子
規
を
中
心
に―

 

青
木
亮
人
（
本
学
博
士
課
程
前
期
課
程
）

　
　
　
「
実
地
探
検
」
と
は
何
で
あ
っ
た
か

　
　
　
　

―

江
見
水
蔭
の
探
検
記
を
中
心
に―

 

熊
谷
昭
宏
（
本
学
博
士
課
程
後
期
課
程
）

　

•
講
演
会

　
　
　

書
く
こ
と
と
私 

眉
村
卓
（
作
家
）

〈

講
演
会〉

　

学
生
部
会
主
催

 

二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
六
日
（
水
）　

今
出
川
校
地
寧
静
館
三
一
番
教
室

　

•
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
画
に
つ
い
て

―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
画
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
シ
ョ
ー
ト
・
コ
ン
ト

公
演―

 

上
田　

誠
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
画
代
表
）

〈

同
志
社
国
文
学〉

　

第
五
九
号　

二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
五
日
発
行 

収
載
論
文
四
編　

　

第
六
〇
号　

二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日
発
行 

収
載
論
文
十
一
編　

〈
国
文
学
会
会
報〉

　

第
三
〇
号　

二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日
発
行

二
〇
〇
三
年
度
修
士
論
文
題
目

『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
反
乱
物
語
」
の
意
義 

本　

山　

裕　

子



二
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二
〇
〇
三
年
度
国
文
学
会
彙
報 

一
四
三

『
今
昔
物
語
集
』
蘇
生
譚
に
み
え
る
類
型
に
つ
い
て 

益　

満　

ま　

を

―

本
朝
部
を
中
心
に―

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
建
礼
門
院
の
語
ら
れ
方 

田　

中　

裕　

紀

日
本
派
の
蕪
村
受
容 

青　

木　

亮　

人

―

明
治
三
〇
年
前
前
後
の
正
岡
子
規
を
中
心
に―

大
正
初
期
の
芥
川
の
小
説
に
対
す
る
戯
曲
制
作
の
意
義 

 

久　

世　

貴　

章

夢
野
久
作
「
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
」
論 

三　

上　

雅　

弘

―

「
自
我
忘
却
の
無
間
地
獄
」
に
つ
い
て―

観
智
院
本
『
三
宝
絵
』
に
お
け
る
用
字
意
識 

窪　

田　

絵
理
奈

略
語
に
つ
い
て 

李　
　
　
　
　

昕

―

朝
日
新
聞
の
見
出
し
に
お
け
る
略
語
の
考
察

を
中
心
に―

二
〇
〇
三
年
度
卒
業
論
文
題
目

「
紀
女
郎
怨
恨
歌
三
首
」
の
解
釈 

原　
　
　

良　

太

『
万
葉
集
』
巻
二
・
一
二
六
、
一
二
七
歌 

重　

政　

陽　

子
―

石
川
女
郎
と
大
伴
田
主
の
問
答
の
意
味
す
る

も
の―

ウ
ケ
ヒ
と
は
何
か 

城　

野　

鈴　

巳

日
向
三
代
に
お
け
る
出
生 

恒　

藤　
　
　

彩

―

出
生
表
現
「
産
」「
生
」
を
視
点
と
し
て―

『
源
氏
物
語
』
後
期
挿
入
へ
の
読
み
を
探
る 

山　

田　

将　

行

―

末
摘
花
を
中
心
に―

源
氏
物
語
に
お
け
る
末
摘
花
の
人
物
造
型
に
つ
い
て 

坂　

口　

佳　

代

法
然
上
人
伝
に
つ
い
て
の
一
考
察 

勝　

部　

隆　

満

―

『
知
恩
講
私
記
』
を
中
心
と
し
て―

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七　

二
十
二
考 

柳　

田　
　
　

哲

―

そ
の
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
的
側
面
が
伝
え
る
も
の―

『
和
泉
式
部
日
記
』
の
叙
述
と
構
成 

辻　

本　

麻
起
子

『
今
昔
物
語
集
』
よ
り
「
月
の
兎
」
考 

長
谷
川　

典　

子

『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
考 

喜　

多　

良　

子

―

詞
と
絵
画
の
比
較
を
通
し
て―

『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
心
の
鬼
」 

菅　

野　

清　

香

『
落
窪
物
語
』
に
お
け
る
復
讐
と
笑
い 

福　

岡　

真　

菜

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
第
三
に
お
け
る
作
品
意
図 

吉　

信　

華　

世

『
源
氏
物
語
』
六
条
院
世
界
の
光
と
影 

中　

村　

恭　

子

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
花
散
里 

中　

島　

彩　

樹

御
伽
草
子
『
木
幡
狐
』
の
本
質 

松　

谷　

彰　

子

『
大
鏡
』
の
主
題 

前　

田　

文　

一

―

道
長
の
五
つ
の
逸
話
を
め
ぐ
っ
て―

『
今
昔
物
語
集
』「
荒
三
位
」
考 

横　

井　

慎　

介

―
『
小
右
記
』
の
記
事
と
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て―
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『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
巻
の
方
法 

鈴　

木　

真　

一

―

和
歌
を
め
ぐ
っ
て―

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
空
蝉
の
意
義 

濱　

口　

香　

織

『
源
氏
物
語
』
の
女
房
の
意
義 

古
久
保　

早　

紀

仏
教
説
話
の
他
界
観　

魂
と
体 

丹　

羽　

裕
美
子

―

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
第
十
八
話
を
中
心
に―

『
落
窪
物
語
』「
継
子
い
じ
め
」
考 

山　

口　

由
華
子

『
日
本
霊
異
記
』
第
三
〇
話
に
お
け
る
「
作
者
景
戒

の
意
図
」 

内　

田　

麻
衣
子

御
伽
草
子
『
一
寸
法
師
』
考 

奥　

山　

亜
希
子

『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
一
第
三
六
話
「
修
行
僧
明
連 

杉　

本　

征　

司

　

始
建
信
貴
山
語
」
考

―

信
貴
山
寺
創
建
・
再
興
伝
承
の
考
察
を
中
心

と
し
て―

『
今
昔
物
語
集
』「
藁
し
べ
長
者
」
考 

増　

山　

孝　

之

『
今
昔
物
語
集
』「
源
博
雅
朝
臣
行
会
坂
盲
許
語
」
考 

白　

木　
　
　

聡

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
紫
の
上
の
死
の
意
義 

永　

田　

祐　

子

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
一
一
九
話
の
特
質 

宗　

本　

雄　

太

道
成
寺
説
話
の
展
開 

橋　

本　

佳　

奈

―

謡
曲
『
道
成
寺
』
に
お
け
る
後
日
談
形
成
の

意
義―

御
伽
草
子
「
一
寸
法
師
」
の
背
景 

堀　

井　

美　

里

―

一
寸
法
師
の
正
体―

謡
曲
「
敦
盛
」
に
お
け
る
敦
盛
と
青
葉
の
笛
の
意
義 

角　

谷　

美
喜
代

宗
盛
の
果
た
す
役
割 

河　

西　

哲　

郎

―

覚
一
本
平
家
物
語
に
お
け
る―

覚
一
本
平
家
物
語
に
お
け
る
鱸
説
話
の
考
察 

村　

井　

美
帆
子

―

「
鱸
」
は
何
故
飛
び
込
ん
で
き
た
の
か―

源
義
経
・
梶
原
景
時
の
人
物
像 

辻　

村　
　
　

智

―

平
家
物
語
・
吾
妻
鏡
に
見
る
二
人
の
生
き
様―

『
と
は
ず
が
た
り
』
に
お
け
る
二
条
と
西
行 

脇　

山　

紗
弥
子

『
太
平
記
』
に
お
け
る
人
物
造
形 

山　

本　

絵
里
子

―

日
野
資
朝
・
日
野
俊
基
を
め
ぐ
っ
て―

『
信
長
公
記
』『
武
功
夜
話
』
に
見
ら
れ
る
信
長
の
戦
術 

龍　

見　

剛　

央

説
話
伝
承
と
女
性 

小
宮
山　

智　

子

―

義
仲
説
話
の
伝
承
者
「
巴
御
前
」
の
基
盤―

徒
然
草
に
お
け
る
「
老
い
」
に
つ
い
て 

小　

野　
　
　

仰

増
賀
上
人
説
話
・
奇
行
の
考
察 

米　

田　

好　

次

―

そ
の
実
像
と
虚
像―

浦
島
伝
説
と
変
容 

木　

村　

恭　

子

―

善
行
に
対
す
る
報
い
の
謎―

雨
月
物
語
「
吉
備
津
の
釜
」
考 

竹　

村　
　
　

恵

―

秋
成
の
描
き
出
す
人
間
像
と
そ
の
背
景
に
つ
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〇
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一
四
五

い
て―

『
鑓
の
権
三
重
帷
子
』
論 

堀　

部　

由
加
里

―

「
錯
誤
」
の
視
点
よ
り―

『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る
女
性
た
ち
と
「
家
」
の
あ
り
方 

前　

田　

樹　

里

表
現
か
ら
探
る
口
上
の
面
白
さ 

奥　

田　

友　

里

―

見
世
物
・
大
道
芸
・
大
道
物
売
り
の
口
上
を

中
心
に―

歌
舞
伎
に
お
け
る
赤
の
持
つ
意
味 

大　

石　

有　

香

―

三
姫
と
の
関
係
を
中
心
に―

「
縁
切
り
物
」
と
「
殺
し
」 

大　

田　

美　

佳

『
忠
臣
水
滸
伝
』
の
人
物
像
を
探
る 

佐　

藤　

優　

知

―

第
七
回
「
一
力
茶
屋
の
段
」
に
つ
い
て―

出
世
し
た
端
役
法
界
坊 
高　

瀬　

静　

香

―

何
故
主
役
と
成
り
得
た
か―

石
川
雅
望
の
描
い
た
『
し
み
の
す
み
か
物
語
』 

竹　

本　
　
　

茜

―

盗
人
と
医
師
の
対
立
に
注
目
し
て―

草
双
紙
の
享
受
対
象
に
つ
い
て 

山　

川　

奈
津
美

近
世
文
学
作
品
に
お
け
る
能
の
影
響 

山　

口　

侑　

子

―

謡
曲
『
融
』
を
題
材
に
し
た
作
品
を
中
心
に―

見
世
物
師
及
び
大
道
芸
人
を
通
し
て
見
た
化
政
期
江 

牲　

川　

み　

ほ

　

戸
歌
舞
伎
に
つ
い
て

―

生
世
話
・
変
化
舞
踊
を
中
心
に―

三
遊
亭
円
朝
の
怪
談
噺
の
中
の
敵
討
ち
に
つ
い
て 

一　

戸　

俊　

亮

『
お
伽
草
紙
』
論 

中　

澤　

哲　

也

―

「
性
格
の
悲
喜
劇
」
に
見
る
太
宰
治
の
思
い―

『
ネ
オ
人
間
失
格
論
』 

渡　

辺　

聡　

一

『
鏡
子
の
家
』 

桂　

由　

夏　

子

―

青
年
た
ち
の
幻
滅―

井
上
靖
『
補
陀
落
渡
海
記
』
論 

山　

田　

哲　

久

―

歴
史
的
事
実
と
小
説
の
主
題
の
関
係―

星
新
一
『
未
来
イ
ソ
ッ
プ
』
研
究 

金　

沢　

泰　

司

『
氷
点
』
に
み
る
三
浦
綾
子
の
思
い 

津　

田　

愛　

子

―

二
つ
の
構
成
要
素
と
テ
ー
マ
と
の
関
連
性
か
ら―

三
浦
綾
子
と
キ
リ
ス
ト
教 

北　

村　

政　

記

『
海
と
毒
薬
』
論 

山　

根　

安
由
美

『
千
年
の
愉
楽
』
に
お
け
る
中
上
健
次
の
ね
ら
い 

入　

部　

俊　

紘

―

「
路
地
」
を
基
点
と
し
て―

『
1
9
7
3
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』 

伊　

藤　

和　

也

―

双
子
の
姉
妹
の
存
在
意
義―

村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
つ
い
て 

鈴　

木　

亮　

佑

―

「
二
極
構
造
」
と
「
喪
失
」
の
観
点
を
通
し
て―

村
上
春
樹
の
変
化 

竹　

内　

優　

佳

―
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
か
ら―
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一
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『
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
』
論 

堀　

池　

秋　

香

―

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
役
目―

『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
に
見
る
家
族
像 

浅　

野　

福
太
郎

村
上
春
樹
作
品
に
お
け
る
音
楽
の
文
学
的
見
地 

大　

杉　

加　

奈

柳
美
里
『
石
に
泳
ぐ
魚
』 

水　

谷　

公　

彦

―

里
花
・
柿
の
木
の
男
・
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
お

け
る
「
事
実
」
と
「
虚
構
」
に
つ
い
て―

澁
澤
龍
彦
『
高
丘
親
王
航
海
記
』
論 

谷　

川　
　
　

翼

―

合
わ
せ
鏡
の
中
の
ユ
ー
ト
ピ
ア―

有
島
武
郎
「
一
房
の
葡
萄
」
の
主
題
に
つ
い
て 

平　

野　

紗
都
子

―

色
彩
印
象
と
「
甘
美
さ
」
か
ら―

小
説
家
芥
川
龍
之
介
と
童
話
「
蜘
蛛
の
糸
」 

池　

田　

佳　

世

「
歯
車
」
に
見
る
「
僕
」
と
芥
川
の
不
安 
兼　

氏　

貴　

史

佐
藤
春
夫
の
歴
史
小
説
の
方
法
を
論
ず
る 

笹　
　
　

浩　

樹

「
土
神
と
狐
」
論 

岡　

本　

茉　

莉
―

土
神
の
嫉
妬
と
狐
の
嘘―

川
端
康
成
「
水
月
」
論 

永　

井　

孝　

尚

―

底
に
あ
る
異
常
性―

横
光
利
一
論 

川　

本　

沙　

織

―

横
光
利
一
の
目
指
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム―

江
戸
川
乱
歩
と
同
性
愛 

中　

村　

友　

紀

―

『
孤
島
の
鬼
』
論―

夢
野
久
作
「
氷
の
涯
」
論 

川　

戸　

雄　

介

―

「
一
人
称
」
で
「
自
分
を
こ
え
て
い
く
」
文
学―

夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
論 

信　

太　
　
　

弦

―

「
時
間
意
識
」
と
「
自
己
同
一
性
意
識
」
に

つ
い
て―

梶
井
基
次
郎
論 

中　

村　

州　

吾

―

各
時
期
の
特
質
と
そ
の
変
遷―

「
金
魚
繚
乱
」
の
中
に
見
ら
れ
る
岡
本
か
の
子
の
ナ

ル
シ
シ
ズ
ム
・
空
の
空
想
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム 

妹　

尾　

裕　

子

「
色
ざ
ん
げ
」
論 

藤　

本　

さ
ゆ
り

―

恋
愛
の
鍵キ
ー
ワ
ー
ド語
と
女
の
生
に
つ
い
て―

『
細
雪
』
に
み
る
谷
崎
潤
一
郎
の
女
性
像
と
美
意
識 

高　

多　

祥　

司

二
項
対
立
の
視
点
か
ら
み
た
「
夜
長
姫
と
耳
男
」
論 

中　

村　

瑠
美
子

夏
目
漱
『
夢
十
夜
』 

千　

葉　

真　

弓

―

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
女―

遠
藤
周
作
『
深
い
河
』
に
み
る
母
胎
回
帰 

東　

島　
　
　

梓

―

遠
藤
作
品
の
母
胎
と
は
何
か―

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』 

今　

田　

慶
一
郎

―

『
羅
生
門
』
の
世
界
観
と
「
下
人
」
の
存
在―

『
紫
苑
物
語
』
に
つ
い
て 

堅　

田　

陽　

三

―
忘
れ
な
草
へ
の
誓
い―
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『
文
字
禍
』
を
恐
れ
る
文
化
人 

松　

島　

法　

子

―

昭
和
10
年
代
の
読
者
の
視
点
か
ら―

商
品
・
視
線
・
消
費
・
抵
抗 

大　

本　

幸　

恵

―
池
谷
信
三
郎
『
橋
』
と
デ
パ
ー
ト―

『
虞
美
人
草
』
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
が
示
す
も
の 

大　

矢　

沙　

織

乱
歩
の
か
ら
く
り
仕
掛
け 

佐　

野　

絵　

理

―

『
押
絵
と
旅
す
る
男
』
よ
り―

文
壇
の
プ
リ
ン
ス
か
ら
皇
太
子
へ 

佐　

藤　

雅　

也

―

島
田
雅
彦
論―

「
他
伝
」
的
「
自
伝
」
小
説
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し 

澤　

田　

朋　

子

　

得
た
か

―

三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
論―

イ
ン
ド
の
側
か
ら
み
た
『
深
い
河
』 

柴　

田　

佳　

哉

向
田
邦
子
『
思
い
出
ト
ラ
ン
プ
』
論 
為　

田　

直　

子

―

仕
掛
け
を
使
っ
て
描
か
れ
た
人
間
像―

二
一
世
紀
に
読
む
『
海
と
毒
薬
』 

田　

村　

圭　

佑

村
上
龍
『
五
分
後
の
世
界
』 

福　

井　

健　

太
―

『
五
分
後
の
世
界
』
に
み
る
言
語
観―

「
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
」
に
み
る
ミ
ツ
の
自
己

犠
牲 

井　

上　

阿
美
子

倉
橋
由
美
子
『
蠍
た
ち
』
に
お
け
る
設
定
と
ズ
レ 

上　

倉　

泉　

美

『
コ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
ブ
ル
ー
ス
』
論 

岸　
　
　

真　

希

「
刺
青
」
に
お
け
る
虚
構
性
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー 

久　

米　

弥　

生

井
上
ひ
さ
し
『
偽
原
始
人
』
に
お
け
る
虚
構
性
と
リ 

宮　

井　
　
　

瞳

　

ア
リ
テ
ィ
ー

―

「
第
三
次
主
婦
戦
争
」
と
「
教
育
マ
マ
」
を

視
点
に
据
え
て―

宮
本
輝
『
泥
の
河
』
研
究 

内　

藤　

洋　

介

『
魍
魎
の
匣
』 

中　

村　

少
旭
子

―

空
虚
と
幸
福―

村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
論 

小　

川　

哲　

平

―

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
描
出
を
基
軸
と
し
て―

戯
作
気
質 

岡　

田　

直　

子

―

『
手
鎖
心
中
」
に
み
る
江
戸
文
芸
の
手
法―

菊
池
寛
『
籐
十
郎
の
恋
』 

島　

端　

優　

子

―

幻
だ
っ
た
没
原
稿
『
坂
田
籐
十
郎
の
恋
』
の

謎
に
つ
い
て―

か
つ
て
子
ど
も
だ
っ
た
私
た
ち
へ 

田　

村　

朋　

美

―

赤
い
蝋
燭
と
人
魚
を
め
ぐ
っ
て―

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
と
家
族
・
関
係
・
役
割 

吉　

川　

淳　

司

―

『
ぼ
く
は
勉
強
が
で
き
な
い
』―

「
都
市
伝
説
」
の
要
素
か
ら
見
る
大
江
健
三
郎
の
初

期
短
編 

吉　

川　

謙　

介

敗
兵
の
向
か
う
先 

河　

野　

麻　

衣

―
『
野
火
』
に
お
け
る
復
活
と
再
生―
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『
個
人
的
な
体
験
』
に
お
け
る
新
し
い
人
間
の
位
相 

脇　

本　
　
　

賢

―

二
重
の
表
象
と
鳥―

村
上
龍
の
新
し
さ 

水　

野　

い
ず
み

―
『
限
り
な
く
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー
』
が
文
学

賞
を
受
賞
し
た
背
景―

宮
沢
賢
治
童
話
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
つ
い
て 

榎　
　
　

麻　

美

広
告
に
お
け
る
意
外
性
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て 

藤　

原　

晶　

子

神
戸
方
言
「
〜
ヨ
ッ
タ
」・
大
阪
方
言
「
〜
ヨ
ッ
タ
」

の
境
界
線
を
求
め
て 

平　

井　
　
　

賢

大
分
方
言
に
お
け
る
可
能
表
現
に
つ
い
て
の
一
考
察 

村　

上　

和　

也

競
走
馬
の
名
前
の
命
名
と
語
構
成 

酒　

井　
　
　

優

―

2
歳
馬
の
調
査
結
果―

国
語
教
育
と
「
表
現
よ
み
」 
下　

園　

晴　

紀

―

「
読
む
こ
と
」・「
聞
く
こ
と
」―

か
な
字
形
の
差
異
に
つ
い
て
の
一
考
察 

田　

中　

亜　

実
―

手
書
き
文
字
・
パ
ソ
コ
ン
用
フ
ォ
ン
ト
を
中

心
に―

行
為
要
求
表
現
に
お
け
る
待
遇
の
あ
り
か
た 

浅　

倉　
　
　

薫

―

『
醒
睡
笑
』
巻
之
一
・
巻
之
二
の
会
話
文
よ

り―

書
き
言
葉
の
「（
の
）
で
は
な
い
か
」
に
つ
い
て 

廣　

川　

雅　

子

日
本
語
と
朝
鮮
語
と
の
語
種
の
対
照
的
研
究 

重　

森　

栄　

一

―

『
朝
鮮
語
辞
典
』
よ
り―

『
落
窪
物
語
』
の
滑
稽 

近　

藤　

絵　

美

―

象
徴
詞
の
役
割
を
中
心
に―

日
本
人
女
性
名
の
構
成
法 

岡　

本　

弥　

子

―

形
態
的
特
質
と
意
味
を
め
ぐ
っ
て―

大
学
生
に
お
け
る
方
言
意
識
に
つ
い
て 

辛　
　
　

泰　

一

―

出
身
地
域
に
よ
る
方
言
意
識
と
使
い
分
け
意

識
の
差
異
に
つ
い
て―

場
面
に
よ
る
方
言
と
標
準
語
の
使
い
分
け
に
つ
い
て 

山　

田　

真　

由

―

京
都
で
学
生
生
活
を
送
る
大
学
生
の
使
い
分

け
意
識―

若
年
層
に
お
け
る
京
都
方
言
の
使
用
の
変
化
に
つ
い
て 

大　

橋　

美　

里

絵
本
の
文
の
性
質 

松　

本　

祐
一
郎

―

対
象
年
齢
の
別
を
手
掛
か
り
に
し
て―

テ
レ
ビ
番
組
名
に
お
け
る
ア
ピ
ー
ル
の
方
法 

守　

口　

美　

紀

―

表
記
と
語
種
を
め
ぐ
っ
て―

流
行
語
「
癒
し
」
に
つ
い
て
の
意
味
・
用
法
を
分
析
す
る 

 

山　

本　

昌　

恵


